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テラヘルツ(THz)イメージングは非破壊検査などの産業応用において期待されている技術であ

る。これまで我々はデンマーク工科大学に協力いただき、入射 THzパルスを電子に変換するため

の微小ダブルスプリットリング共振器を 2 次元配列したメタサーフェス [1]を光電子増倍管

（PMT）の光電面に実装し、THz帯に感度を有する単素子のTHz-PMTを開発してきた(Fig. 1 (a)) [2]。

今回、この技術をイメージインテンシファイア(I.I.) (Fig. 1 (b)) [3]に適用し、テラヘルツイメージ

ングに成功した。I.I.は、極微弱な光を光電面で電子に変換し、マイクロチャンネルプレートで増

倍した後、蛍光面で再び光に変換することで、高感度なイメージが得られる 2 次元撮像素子であ

る。上述した THz-PMT 同様、光電変換部にメタサーフェスを用いた THz-I.I.を開発し、2 mJ/pulse

の再生増幅チタンサファイア fs レーザを ZnTe 結晶に入射して得られる THz パルスを用いて、2

次元のリアルタイム THzイメージングを行った。解像度においては、線幅 1, 0.5, 0.3 mmのワイヤ

を有するアルミ板を用い THzパルスの投影イメージングを行い、1, 0.5 mmのワイヤが明瞭に弁別

できると分かった (Fig. 1 (c))。開発した THzカメラは、ボロメータなどの熱型 THzカメラより大

幅に時間応答特性に優れている。 

 

Fig. 1. (a) A picture of a THz-PMT. (b) A principle of an I.I.. (c) 2D-real-time THz image of three metal 

wires measured by a THz-I.I.. The widths of the three wires are 1, 0.5, and 0.3 mm, respectively. 
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